
INNOVARオイルクリーナーは
性能・経済性・取り扱い易さでご好評を得ています。

油圧機器故障原因の7，..;8害IJが作業油の汚染に起因しており、故障によるダウンタイムや作動油交換

頻度の増加はすなわち生産コストの増加につながります。

そこで、適正なオイルクリーナーを設置し、さらに汚染管理基準を設置し的確な作動油汚染管理を

行う事が生産性向上の重要なポイン卜になります。

-油汚染による機械故障発生状況(弊社テストによるデータ)
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この結果NAS1638牢 9等級以下では故障発生率が8%以下に
抑えられたが、等級が上がるにつれて故障発生率が上昇し、
12等級を超えると故障発生率は実Iこ45%を超えた。

• ーーーーーー ーーーーーーーー ーー.ーー 汚染度を0等級(クリーン)から12等級(汚い)で表す
規格であり、検査物に含まれる粒径範囲の総量により規定
される。日本国内においても多くの企業が採用している。• O 
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一-NAS等級
図1 油汚染と故障の相関図

.INNOVARオイルクリーナー使用実例

インライン方式オイルクリーナーIF型で、射出成形機の使用実績とその効果を次に示します。
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⑮ーや一被洗浄油タンク容量1800.e

10 エレメント交換

かなり汚染の進んでいた射出成型機用洗浄油を
オフライン型オイルクリーナ-ID6∞lこて洗浄し、
さらに油循環ラインにインライン型オイルクリー
ナーIF200型を設置した実例。

洗浄、設置の結果1ヶ月後には汚染度が8等級
以下に下がり、その後定期的なオイル分析及び
エレメントの交換で8等級以下を維持している。

タンク洗浄、浄油、エレメント交換
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図2 T社に於ける使用実績
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-INNOVARオイルクリーナーの特徴
INNOVARオイルクリーナーは漉材にセルローズパルプを使用した深層ロールティッシュ形エレメントを
採用しており、石油系油圧作動油に対しては吸着性、吸水性が非常に優れています。

さらに、当社独自の自動絞り機構式エレメント(特許取得済)の採用及び、ハウジングはユーザー様の
取付、交換作業の簡易化に配慮した設計になっています。

-漉過効率抜群
・ハウジンゲへの組込み、取外しが簡単にできます0
.効率よく漉過できます。
J、ゥジンゲ底部からのリークはP.Pフィルムの
密着により、リークを完全に防止できます。

オイルの自己圧力を利用した自動絞り作用により
ゴミ補足能力に優れ、エレメント寿命が長い。
<;.慮過原理>
オイルはエレメントに直接流入すると同時に、
通油孔からP.Pフィルムを伝わってエレメン卜の
外側から流入する。
この時、クリーナー内の漉過圧力がP.Pフィルムに
作用しエレメントをクリーナー中心部へ圧縮する。
この為、 j慮過密度が上部に比べ高くなり確実に汚染
粒子を補足できる。

-オイルクリーナーエレメン卜の種類

砿物油用
E-50、80、100

エレメント

水グリコロール用
GE-50、80、100

エレメント

エレメントテープ

出口ポート

エレメント自動絞り機構 (特許 NOm43)
新実案 NO.1303457 
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.INNOVARオイルクリーナ-¥のメリット

(油汚染度) (水分濃度)
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機器の故障
トラブル発生

オイル愛娘 圃 砂
とれらのトラブルの

廃油処理
作業能率低下 解消/減少
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-機器の保護
・オイル寿命の延長

・ |・生産性の向上品質安定
-メンテナンスの合理化
.環境美化
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油圧装置に直接とりつけバイパスクリーナーとして装置稼働中、

常時漏過できるオイルクリーナーです。

IF100 

五示~ ~慮8過1m流In量〉 漉過精度 i慮過圧力 最品使用圧力 油温/粘度 エ(レ作メ動ン油ト用形)式 圧力計 (L 概x略W寸x法H) 重量 (kgf)

IF50 1.0 NAS等級6~8級 210kgfl c m' 80
0
C/68cSt E-50 194x167x293 5.4 

IF80 1.8 E-80 
PT1/8x 

236x205x310 7.6 11 安全弁pset 11 11 

中4OX1.0MPa
IF100 2.2 11 =0.45MPa 11 11 巳100 235 x 222 X 306 10 

IF200 3.6 11 Pmax 11 11 E-100X2ヶ 初Ox240x325 18 

IF300 5.4 ニ0.5MPa
11 E-100X3ヶ

PT1/4x 
730 x 220 x 455 33 11 11 

中5Qx1目OMPa
IF400 7.2 11 11 11 E-100X4ヶ 切OX220x455 43 

j主1水グリコール油仕様に関しては別仕様に基いて下さい。
2.本オイルク リーナー使用はフ口 コント ロールパルプ、ストップバルブ、 ホース等の標準取付部品を使用して下さい。
3湾過流量はISO，VG32，40'C時の数値です。

-被洗浄オイルタンク容量とIFオイルクリーナー選定ガイドライン
[注記] 装置汚染の進行が激しい場合はオイルクリーナー容量を1ランク大きく選定するか、エレメン卜交換インターバルを短くして下さい。

被洗浄ーオイルタンク容量(.e) 
1000 2000 3000 4000 

]900 

]1100 

IF200 1
1800 

IF300 |2700 

|3600 IF400 

IF50 1500 

(条件 慮過時間8hr/day

IM250シリーヌ ギャー油・切削油・焼入油等の高粘度や汚染度の高い油用に適しています。

鴻過流量 漉過精度

公称5μm Pmax=0.5MPa 

エレメン卜形式

巳250

概略寸法
(LXWXH) 

445 X 200 X 475 

重量 (kgf)
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0.5-4.5~ Imin 

5-20 ~ Imin 公称5μm Pmax=0.5MPa E-500 I 45οx450x890 80 

注 上表の数値は予告なく変更することがありますので、ご了承下さい。油粘度により、使用ポンプを変更します。
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1Mシリーヌ
小型ポンプモーターを内臓したコンパクトなオイルクリーナーで、
装置本体又は床上に取付られ強制的に浄油する装置です。

注1水グリコール油使用に関しては別仕様に基いて下さい。
2.漉過流量はISO，vG32，400C時の数値です。

18シリーヌ
油圧装置にとりつけ1Mシリーズより容量も大きく
ポンプモーターを内蔵した比較的長い時間をかけて漉過する装置です。

注1水グリコール油使用に関しては別仕様に基いて下さい。
2濡過流量はISO，VG32，400C時の数値です。

10シリーヌ
本クリーナーは可搬移動式で装置のフラッシングなど
比較的短時間で仕上げるのに適しています。
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注1水グリコール油使用に関しては別仕様に基いて下さい。
2.i慮過流量はISO，vG32，400C時の数値です。
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